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1. 本研 究は被服構成に先立ち，布地整理には如何な

る地詰方法 が適当であ るかを解明しようとする もので，

回 はスラックス地に用い られる各種サージ６種を試 料に

今吸水量 の多少が地詰促進に如 何なる関係があるか，ス

これ らの作用は布地の強度をどのように変化 させ るかを

明 らかにする。，

2.　im 単価 の異なる６種 のサージの諸元 を測定して

･おき,   13×13cm に裁 断,   10×10cm に糸 標をして アイロ

ンかけに丁度よい大きさの布 を所 要枚数調え る。ス アイ

ロ ンあて布 として用い られる布 は糊抜 きして熱伝導度を

しらべる。

先 ず硫酸デシケーターを用い て布地 の水分 を吸 収させ

て恒量になった時の重 量を規準 とし て次の操 作をす る。

各を３個体Ｉ グループとし て水温25 °Cの水浴 を10秒･

30秒・１分・２分･  3 分･  4 分 の６段階に分けて吸水さ

せバ｡5分垂下して水滴をなくし てから吸水量 を測定し，

遠心分離脱水機 にかけてから規準の30％水分まで風乾・

自動ア不ロンであて布をあて，加圧十 る。こ の場合の収

縮率 と24時間後の回復 率を測定 する。実施し た布地は小

型 シ ョッパー試験機で 強度を測定す る。

3. 以 上の実験 を通し て吸水時間 と吸水 との関係／吸

水 量と収縮 との関係 を把握し，つづいて強度変化を検討

し て最も適当,とする地詰効果 について考察した。


